














時にパータリプッタの在家信者らは、世尊が法を説き教示し勧め激励し喜ばしめた時、世尊に申し上げた、 「世尊よ、修行僧らと共に休息堂をお受けください」 。世尊は黙ってお許しになった。時にパータリプッタの在家信者たちは世尊が許れたのを知り、座より立ち上がって世尊を敬礼し、右廻り してから、休息堂にやってきた。到着して休息堂にあまねく坐具 敷き 座を設け、水瓶を置き、油灯を掲げ、 のまします処に来て、来終って世尊に礼拝してから一方に立った（Vin,1,227 ） 。
とあり、これは在家信者たちが休息場を設け、そこに を配置したのをブッダも承知していた記述である。また『十誦律』によると






とあり、これは長老の修行僧が水を所望し、他の者が水瓶を持参したというもの。あるいは男根を水瓶に突っ込んではならないという軽い戒までみられる （同、 ９７４中） 。『摩訶僧祇律』で水瓶を所持するくだりは、











S, 53 （２）） 。
水瓶は神々ばかりでなく、 バラモンたちもその標識として所持する。 瓶は聖仙 （仙
人）のシンボルであり、またその水は不死 象徴（
S,109 ）にほかならない。バラモ










とあり、ここには「杖」 「紐」 「耳飾り」 「鉢」などとともに「水瓶」とある。この点はその後の法典である『ヤージュニャヴァルキヤ法典』にも、







, 5, 312 ）　　
とあるし、 『増支部』経典にも、
尊師よ、西方のバラモンは水瓶を携帯 水草を輪と 火 仕え、水浴 て浄らかな実践をしている。 （
AN
, 5, 263 ）
とあることから知られる。ブッダに帰依した当初の人々、とりわけカッサパ（迦葉）三兄弟はバラモン教か 改宗すると同時に、 モン 標識である巻いた髪、火具、瓶のいずれをも尼連禅河に捨ててしまった。
時に迦葉即ち弟子の所に往いて告げて言はく、 「汝等知るや不や、我れ今瞿曇所に従って梵行を修せんと欲す、汝等心の楽ふ所あらば 各自ら意のままにせよ」と。諸の弟子白して言さく、 「我等久しく已に信心あり、彼の沙門の所に於て、唯師を待つ み」と。爾の時五百の弟子即ち螺髻と事火 具、浄衣、澡 持ちて、往いて尼連禅水中に擲 已り、来りて如来の所に詣れり（ 『四分律』大正蔵
22、７９６中） 。














































また大河がある、 ガンジス、 ヤムナー、 アチラヴァテイー、 サラブー、 マヒー河である。これらは大海に至って前の名を捨て、ただ大海とだけ呼ばれる（




火への供養は祭祀のうちで最上のものである。サーヴィトリー［讃歌］はヴェーダの詩句 うちで最上 もの ある。王は人間のうちでは最上の者である。大海は諸河川おうちで最上のものである （ 『スッタニパータ』 、 中村元訳、 文庫、 １２７頁） 。
とあり、やはり個々の河の流入した大海こそが重要とある。あるいは、




猶し恒河の深淵澄静して声なきが如くに、大衆黙然たること亦復是 如し。 （ 『摩訶僧祇律』大正蔵
22、３７０上）
　
と、 修行僧の静寂なさまがガンジス河のようだという比喩で説かれることがある。 （ちなみに『四分律』の同一文脈では「たとへば澄淵の如し、濁穢あることなし」 （大正蔵
22、８６９下）とあるだけで、ガンジスの名 みられない） 。仏教徒か みれば滔々










































































六衆苾芻は阿侍羅河に在り、露形にして浴せるに、俗旅見て時に問いて言はく、「此は是れ何人ぞや」 。人あり報じて曰く、 「是れ露形外道の河中に洗浴せるなり」 。復説いて言へるあり、 「是れ釈迦子なり」 。 彼皆嫌賤して是の如きの説を作さ 「彼の教主は極めて愧恥を懐けるに、 何に因りてか弟子は此の若くに無慚なる」 。 乃至、仏は是念を生じたまへり、 「諸苾芻にして て洗 すれば是の如き 過あり、故に諸苾芻は露形浴せざれ、作さんには越法罪を得ん。然り諸苾芻は応 洗浴くんを畜ふべし」 （大正蔵
2（、２２７上） 。
これは河で裸体で沐浴している仏弟子たちを俗人がみて、裸形外道と間違えた。し
かし仏弟子だと知った俗人がブッダは羞恥心を説くはずなのに裸体で いのかと怪訝に思う。この事態を ブッダが沐浴に問題はない。しかしその際 下着を着けるべきと訓じたも である。七世紀に義浄はインドのナーランダーを訪問する 、そこで目撃した修行僧の沐浴風景はこうである。


















獣皮あるいは樹皮をまとうべし。朝夕に沐浴すべし。常に。髪を編み、鬚 体毛爪をのびるにまかせるべし（ 『マヌ法典』６・６、渡瀬訳、 『ヤージュニャヴァルキヤ法典』３・
（8では三回）
と、 一日に二度とされる。前述の『相応部』経典でも朝夕の二回 る。もっとも『四分律』に記されるバラモン 、
時に迦葉の弟子の諸 梵志、日に三たび水に入りて浴す、極寒にして戦（おの ）き堪へず。爾 時世尊即ち五百の火爐を化作す、皆烟焔なく 諸の梵志をして各自炙ることを得しむ。 （大正蔵
22、７９５下）









復比丘ありて言さく、 「我に裸形を聴したまへ、少欲少事なれば」 仏言はく、 「比丘よ、此れは是れ外道の法なり、応に三衣・瓶・鉢を持すべし、即ち少欲少事なり」と（大正蔵
22、４５４頁下） 。
これは「少欲知足」を順守すれば、三衣も不要で裸体 すべきではないかと うの
に対し、ブッダは裸体は外道（ジャイナ教、アージービカ教徒）のとる姿ゆえ禁止とする。しかしここで 鉢とともに水瓶はよいとあるものの、水瓶の所持許可の理由は示され ことがない。またパーリ律 は次の うな事態のあったことが伝えられる。遊行中に荒地に出くわし、水も食物もなくそれ以上進むことができなくなってしまった。それを機縁と てブッダは乳製品などの所持を許可した（
Vin, 1, p ,2（（ ）という。
こうした事態がきっかけと って水瓶の携帯を許するように ったと考えられる。
ただ「比丘六物」という考え方がある。これについて『根本有部毘奈耶雑事』には、









Vin, 2 ,118 ） 。もっともこうした「六物」には水瓶は含まれない。
しかし水瓶か漉水囊かの違いはあるものの、相方ともに水に関わる用具という点で変わりはない。
もう一つ水瓶使用に至ったきっかけは排泄物の処理があったと考えられる。そのは
っきりした規定が文献上にみられるのは部派仏教以後であるが、 たとえば大衆部の 『摩訶僧祇律』 「威儀法」には、




もし便器に虫がいた場合、 「虫が便器の中 います」というべきでない。そうではなく、草あるいは花の房に虫がい と せて、わかるように置くべきである。水洗いをする
　
者はジャージャーと水を使うべきではない。そうではなく、適量


















◦若し水に入らん時は、 当に願ふべし、 深く仏道に入りて、 等しく三世に達せんと。
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